
                   

    
 

今
回
の
会
報
は
資
料
研
究
の
紹
介
を
し
ま
す
。 

碧
川
か
た
研
究
会
の
内
田
克
彦
氏
が
碧
川
か
た
だ
け
で

な
く
、
鳥
取
県
の
初
期
の
看
護
師
に
つ
い
て
、
資
料
を
探

し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。 
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⑴ 

河
崎
シ
ズ 

 

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
附
属
病
院
が
明
治
３１
年

11
月
、
婦
長
養
成
コ
ー
ス
で
あ
る
「
高
等
看
病
法
講
習

科
」
を
一
回
き
り
開
設
し
た
こ
と
が
あ
り
、
同
３３
年
１２

月
に
１７
名
の
卒
業
者
名
簿
の
中
に
、 

鳥
取 

河
﨑
志
津 

明
治
九
、
八
、
五 

と
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
看
護
部
発
行

の
『
看
護
の
歩
み
ー
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
し
て
』（
一

九
九
一
年
発
行
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
。 

 
 
 

明
治
三
三
年
高
等
看
病
法
講
習
科
卒
業
の 

既
に
五
名
婦
長
が
誕
生
し
た
。 

そ
の
中
に
河
嵜
シ
ズ
の
名
が
あ
る
。 

 

「
明
治
時
代
の
看
病
婦
長
名
簿
」
の
な
中
の
、
明
治

３３
年
及
び
同
３６
年
の
項
に
は
「
河
嵜
シ
ズ
」
の
名
が

あ
る
が
、
同
４０
年
に
は
な
い
。 

 

次
に
、
『
弓
町
本
郷
教
会
百
年
史
』
（
一
九
八
六
年

発
行
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
。 

 
 
 

看
病
婦
の
河
崎
し
ず
は
同
じ
看
病
婦
の
堀
か
た 

 
 

の
紹
介
に
よ
っ
て
本
郷
教
会
に
来
た
り
、
洗
礼
を
う 

け
る
。 

 

鳥
取
の
武
士
の
娘
か
も
し
れ
な
い
と
『
久
松
小
学
校

創
立
百
周
年
記
念
誌
』
（
一
九
八
五
年
発
行
）
の
「
因

幡
高
等
小
学
校
」
時
代
の
「
明
治
２
５
年
３
月
卒
業
」

の
項
に
「
河
崎
シ
ズ
」
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。 
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⑵ 

高
橋
政
子 

碧
川
か
た
の
生
涯
を
調
べ
る
た
め
の
参
考
資
料
と 

し
て
、『
写
真
で
み
る
日
本
近
代
看
護
の
歴
史
』
が
あ

り
、
著
者
は
高
橋
政
子
で
あ
る
。
彼
女
は
自
伝
『
い
の

ち
を
み
つ
め
て 

あ
る
保
健
婦
の
半
生
』
を
８０
歳

の
一
九
九
五
年
に
発
刊
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
高
橋
は
大
正
４
年
前
川
義
雄
の
次
女
と

し
て 

鳥
取
市
西
町
の
薬
研
堀
に
面
し
た
五
〇
〇 

 

坪
ば
か
り
の
武
家
屋
敷
に
生
ま
れ
た
。
二
つ
上

の
兄
の
太
郎
が
「
後
年
左
翼
運
動
に
走
っ
た
た

め
私
た
ち
は
ア
カ
の
家
庭
と
い
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ

苦
労
し
ま
し
た
」 

と
あ
る
。 

 

高
橋
は
兄
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
鳥
取
高
女
卒

業
の
翌
年
の
昭
和
８
年
に
岡
山
医
科
大
学
付
属

医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
に
入
学
、
同
１０
年
３

月
卒
業
後
同
大
学
病
院
勤
務
、
昭
和
１２
年
４
月

鳥
取
市
立
美
保
尋
常
高
等
小
学
校
に
学
校
看
護

婦
と
し
て
勤
務
（『
児
童
保
護
』（
昭
和
１２
年
６

月
）に
「
美
保
區
死
亡
調
査
」
を
発
表
し
て
い
る
）。

２
年
後
聖
路
加
女
子
専
門
学
校
公
衆
衛
生
看
護

学
専
修
科
入
学
、
翌
年
埼
玉
県
の
農
村
の
小
学

校
に
勤
め
、
鳥
取
を
離
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
続
く
） 
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令
和
３
年
度 

初
回
研
究
会
を
４
月
２５
日
（
日
） 

県
立
図
書
館
小
研
修
室
で
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
半
～
３
時
で
す
。 



               
 

    

    
碧

み
ど
り

川 か
わ

は
元
新
谷

に

い

や

藩
士
で
あ
り
ま
す
。
２
０
０
６
（
平

成
１８
）
年
に
米
子
市
の
人
が
三
十
余
名
、
愛
媛
県
大 お

お

洲 ず

を
訪
問
し
た
記
事
が
大
洲
史
談
会
の
『
温
古
』（
平
成
２３

年
発
行
）
の
中
に
あ
る
の
を
先
の
内
田
克
彦
氏
が
見
つ

け
た
。 

 

記
事
を
書
い
て
い
る
の
は
大
洲
史
談
会
会
長
村
上
恒

夫
氏
で
、
国
学
者
平
田
篤
胤
と
新
谷
の
碧
川
家
の
こ
と

が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。 

米
子
か
ら
の
参
加
者
と
し
て
杉
本
良
巳
氏
と
松
原
伸

幸
氏
の
名
前
が
上
っ
て
お
り
、
共
通
の
話
題
は
、
大
洲
初

城
主
加
藤
貞
泰
、
儒
者
中
江
藤
樹
で
あ
っ
た
が
、
意
外
に

も
碧
川
の
こ
と
が
出
て
盛
り
上
が
っ
た
ら
し
い
。 

 

杉
本
良
巳
氏
は
既
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で 

松
原
伸
幸
氏
を
米
子
の
友
人
を
頼
っ
て
探
し
た
。 

ご
家
族
の
松
原
伸
治
氏
と
連
絡
が
取
れ
た
の
が
昨
年

秋
で
、
そ
の
日
は
４
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
伸
幸
氏

の
命
日
で
あ
る
と
い
う
。
強
い
お
引
き
合
わ
せ
の
運
命

を
感
じ
ま
し
た
。 

「
父
の
部
屋
を
見
た
ら
資
料
が
あ
り
ま
し
た
」
と
の

返
事
が
あ
り
、
１１
月
に
ご
自
宅
訪
問
を
し
た
。 

資
料
は
「
西
村
家
と
碧
川
家
の
略
系
図
」
、
潮
地
ル

ミ
（
か
た
の
孫
）
さ
ん
か
ら
の
封
書
、
米
子
聖
ニ
コ
ラ

ス
教
会
年
表
な
ど
で
、
き
ち
ん
と
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
た
貴

重
な
も
の
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
四
井
幸
子
） 

 

碧
川
か
た
の 

功
績 

知
っ
て
！ 

 
 

 

紙
し
ば
い 

完
成 

 
誰
も
が
親
し
め
る
紙
芝
居
『
赤
と
ん
ぼ
の
母 

碧
川

か
た
の
生
涯
』
が
鳥
取
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
で
き

ま
し
た
。
３
月
１４
日
（
日
）
の
日
本
海
新
聞
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
１４
日
の
こ
の
記
事
を
出
す
と 

取
材
時
の
動
画
が
見
れ
ま
す
。
鳥
取
県
内
や
た
つ
の
市

の
公
共
図
書
館
に
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

[

今
後
の
イ
ベ
ン
ト]

 
 

 

●
わ
ら
べ
館
で
紙
芝
居
上
演 

  
 

わ
ら
べ
館
で
は
「
新
収 

蔵
資
料
展
」
が
３
月
１８
日 

（
木
）
～
４
月
２０
日
（
火
） 

に
開
催
さ
れ
、
そ
の
関
連
で
、 

４
月
１８
日
（
日
）
下
の
イ 

ベ
ン
ト
が
１１
時
か
ら
と
１４ 

時
か
ら
あ
り
、
１４
時
か
ら 

の
時
に
「
赤
と
ん
ぼ
の
母 

 

碧
川
か
た
の
生
涯
」
の
紙 

芝
居
を
行
い
ま
す
。 

要
：
申
込 

４
日
９
時
よ
り 

要
：
入
館
料 

●
冒
頭
案
内
の
研
究
会
は
４
月
２５
日
（
日
）
で
す
。 

［
場
所
］
・
［
日
時
］
は
冒
頭
の
通
り
で
す
。 

［
内
容
］
①
「
赤
と
ん
ぼ
の
母 

碧
川
か
た
の 

 
 
 
 

生
涯
」
紙
芝
居
上
演 

②
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
作
成
に
向
け
て
原
稿
検
討 

を
し
ま
す
の
で
、
新
会
員
募
集
し
ま
す
。 

※
今
年
度
か
ら
正
会
員
は
年
会
費
１
０
０
０
円 

が
必
要
で
す
。
他
に
資
料
代
１
０
０
円
。 

マ
ス
ク
着
用
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

大
洲
と
米
子
歴
史
研
究
者
の
交
流 

会
（
２
０
０
６
年
）

か
ら
掘
り
起
こ
す 

 ホームページからこの会報が見れます 
「鳥取県を舞台に！歴史大河ドラマを推進する会」と入力してホームページを開き、トップページにある 

「鳥取大河だより」のタブをクリックしてください。今までの会報すべてが載っていて、カラーでご欄にな 

れます。 

 


